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｢全国地震動予測地図」の更新について 号
誕

平成22年5月20日

地震調査研究推進本部

地震調査委員会

地震調査研究推進本部は、「地震調査研究の推進について一地震に関する観測、測

量、調査及び研究の推進についての総合的かつ基本的な施策一」（平成11年4月23

日）において、当面10年程度に推進すべき地震調査研究の主要な課題として、「全

国を概観した地震動予測地図」の作成を挙げた。それに基づき、地震調査委員会は、

平成17年3月に「全国を概観した地震動予測地図」を公表した。

引き続き、地震動予測地図の高度化に向けて、地震動予測手法や地下構造モデルな

どの改良の検討を実施してきた。そして、それらの成果をとりまとめて「全国地震動

予測地図」を作成し、平成21年7月に公表した。

「全国地震動予測地図」は、その作成手法高度化の検討成果に加え、時間の経過や

大地震の発生による地震発生確率の変化を踏まえ､適切な時期に見直していくべきも

のである。この一環として、地震調査委員会は、平成21年1月から12月にかけて公

表した主要活断層帯及び海溝型地震の長期評価（一部改訂も含む）の結果や、平成

22年1月1日時点を算定基準日とした地震発生確率の更新結果を反映するための見

直し作業を行い、これをとりまとめた。

今回更新された「全国地震動予測地図」については、国民の防災意識の向上や効果

的な地震防災対策を検討する上での基礎資料として活用されることを期待する。


